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要約
本研究の目的は、違う方言を話す人同士の会話で起こるトラブルの原因を明らかにすることである。アン

ケート調査によって、それぞれの方言の使用者には、自分の方言に対するプライドがあり、潜在的に他の方言

に対する対抗心を持っているとわかった。また、人は、方言を、自分を表現する手段や相手について判断す

る指針として使っている。従って、本研究では、自分の方言に対するプライド、相手の方言への偏見や潜在意

識がトラブルを生んでいると結論づけた。

１．はじめに
私たちは、関東に住んでいた際、友人や先生との会話で関西弁を使ったことによって勘違いを生んでし

まった経験から、他者とのコミュニケーションにおいて方言の違いにより双方の認識に違いが生まれ、その結

果トラブルが起こってしまうことを知った。そこで、方言の特徴やイメージ、標準語との差異を見つけ出すこと

で、トラブルが起こる原因がわかるのではないかと考えた。本研究では、関西弁と標準語を比較し、特徴やイ

メージの違いを調査することにした。

２．研究手法
　図書室にある方言の研究について書かれている書籍やインターネットに掲載されている論文を使用して文

献調査を行った。(実験１)　それらのデータは過去のものが多かったので、高津生75，76期を対象とし、

Googleフォームを使用して私たちの世代が実際に方言について考えていることを調査した。(実験２)

≪実験１≫

　関西弁、標準語のイメージ、自分の使っている方言に対する意識、若年層の方言に対する意識の変化、方

言の使用頻度についての文献調査を行った。

≪実験２≫

　対象：高津生75，76期、方法：Googleフォーム、回答人数：153人

　　アンケート内容：関西弁に対する意識、標準語に対する意識、

３．結果
≪実験１≫

関西弁に対しては、「明るい、親しみやすい、うるさい」、標準語に対しては「あっさり、能率的、冷たい」など

のイメージがあがった。関西弁を使う地域では、自分の使う方言が好きな割合が高く、標準語が好きな割合が

低かった。一方、首都圏に住む１０代の６０％以上が、関西弁が好きで、関西弁を使いたいと思っていることが

分かった。

≪実験２≫

　　自分の方言に対する意識　　　　　　　　　　標準語に対する印象

他府県への移住経験



これまでの移住で使う方言が変化したか　　　　　　　　　　移住すれば現在の方言を変えるか

SNSで方言を使うか　　　　　　　　　　　　　　　　自分と異なる方言で話しかけられたとき

方言によるトラブルが起きたことがあるか　　　　　　　　方言を守る必要があるか

４．考察



アンケートの結果から、関西弁使用者には、潜在的に関西弁へのプライドや誇りがあり、標準語に対しては

対抗心や多少の嫌悪感をもっているのではないかと考えた。それは逆の立場からも同じことが言えると思う。ま

た、私たちは方言を、自分自身や個性を簡単に表現するための手段、相手がどのような人物なのかを判断す

る指針として使っていると考えられる。これらがトラブルの原因となっていると思う。

５．結論
文献調査やアンケートの結果から、自分の方言に対するプライド、相手の方言への偏見や潜在意識がトラブ

ルを生んでいると結論づけた。今回実施したアンケートでは、対象が大阪在住の高津生に限定されてしまった

ので、機会があれば関東圏の人にもアンケートを取り、今回の結果と比較して研究を深めたい。また、世代間で

方言に対する意識に差があるのかについても調査してみたい。
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